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２．大学の将来構想 

本学は、科学技術立国という理想に基づいて、政治

観・倫理観を重んじる技術者養成に尽力した松前重義

によって創立され、その理念を実現するために文理融

合的な教育・研究を実践してきた。また、教育と研究

は、相乗してこそより高い成果が期待できる不可分の

ものであるという姿勢を持っており、このような研究

に対する理念と手法は、文部科学省を初めとする基盤

整備プログラム等の助成を受けて、様々な形で実現し

てきている。 

平成14年度採択された拠点事業は、本学が従来から

特徴的な研究として定めてきた、ヒトの生化学的ない

し生物工学的研究分野のヒト・ゲノムの解析である。

この研究の重要性は、世界的レベルで認められるとこ

ろであるが、ポスト・ゲノム時代の重点的研究として

今後、本学が目指すのは、遺伝子産物であるタンパク

と糖質およびその制御に関する研究と、その成果に支

えられた将来的医療への基礎的研究を他機関に先駆け

て行うことである。本事業で行った、教育と研究の融

合と産学連携の重要性は将来ますます大きくなるであ

ろう。そのために、本学は、産学連携、TLO機能及び知

的財産権の確立に取り組む専従部署として設置した研

究推進部を、知的財産戦略本部整備事業の採択を得て

より一層強化してきた。 

本学は今後の社会環境の変化、すなわち、大学への

ユニバーサル・アクセスの進展と、先端的あるいは基

礎的研究成果の社会還元へのますますの要請に同時に

応えるため次の施策を採ることにしている。すなわち、

学部を多様な学生層に対応できる教育中心の機関とす

る一方、大学院を研究拠点として整備する。本学では

平成9年度から大学院研究指導教員資格について再審

査制度を導入し、特に優れた業績を挙げた教員に奨励

措置を適用する一方、業績が不充分であると判定され

た教員は、警告の後、指導教員資格を喪失させること

を実施している。今後もこのような、教員の活動業績

を基本としたメリットシステムの整備をさらに進める

とともに、研究予算の重点的配分を行い、大学院各研

究科相互の連携をさらに深めて、大学院の実質化へ向

けての改革を進める。こうした多様な施策を通して次

代を担う研究者の養成、そして、研究成果の蓄積と発

信とに努めていく。 

本学では、学長を中心として次のようなマネジメン

ト体制を敷いて大学院の研究教育活動の高度化を目指

し、世界的な研究教育拠点の形成を継続していく。 

① 学長の補佐体制の強化： 

学長の職務を助けるために学長補佐を置いて、学長

のトップマネジメントが発揮できる体制を敷いている。 

② 学内運営上の工夫 

大学院運営委員会を定期的に開催し、学内の調整や

迅速な意思決定を進めている。また、学長諮問機関と

しての東海大学教育審議会、東海大学大学評価委員会

などによる提言に基づく戦略的な施策を実行している。 

③ 学内予算措置の工夫：  

学長留保金、大学院運営委員長留保金により、大学

としての戦略的施策を実行している。計画評価並びに

成果評価に基づく「研究所評価制度」、「学部等研究

教育補助金評価制度」により、学長が全学的な視点か

ら重点的に予算配分をしている。 

④ 施設・設備の整備： 

研究と大学院教育を活性化し、施設・設備の有効利

用を図るため、「東海大学未来科学技術共同研究セン

ター」を平成12年9月に設置した。同センターで行われ

る研究プロジェクトは学内から公募され、公聴会と学

外審査員による審査によって期限を区切った研究施設

の利用許可を与え、大学として戦略的な施設・設備の

利用を行っている。 

⑤ 研究支援： 

国内・外研究派遣計画制度、特別研究休暇制度、大

学院研究指導教員研究教育奨励制度などの研究奨励措

置により、業績が特に優れた研究者に研究時間・研究

費を与え、教員の研究教育活動のさらなる質的向上を

図っている。また、優れた研究および教育の業績を積

極的に評価し、本学大学院における教育・研究活動の

充実を図ることを目的として、平成9年度より「大学院

研究指導教員資格再審査制度」を導入している。 

 

３．達成状況及び今後の展望    

医学部が位置する伊勢原キャンパスにおいては、大

学院医学研究科を中心とした研究の重点化の一環とし

て、平成15年度には従来の縦割り型の研究室単位の講
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座制を廃止し、研究ユニットと幾つかのユニットが合

併したセンターを中心に、自由な研究者の交流・参加

を保証する運営体制のもとで、研究推進をはかってい

る。センターとしては、平成14年度にゲノム多様性解

析センター、発生工学・疾患モデル動物研究センター、

再生医学センターを立ち上げた。本COEの主要な研究拠

点は前2センターであり、平成14年度に東海大学のプロ

ジェクトとして発足した「ヒトゲノム創薬プロジェク

ト」は、ヒト疾患の関連遺伝子の同定と治療のための

創薬開発を目指し、本COE研究計画を補完する意味合い

を有する。 

 本研究は非メンデル性の複数の遺伝子が関与すると

考えられる体型（身長など）、顔貌、視力、睡眠、摂

食、疾患などヒトの「複合形質」の遺伝要因を同定し、

それらの制御分子の探索によりそれら遺伝要因の生物

学的機能を追及することにより、「ヒトとは何か」を

ゲノム並びに蛋白質分子情報から明らかにしようとす

る試みである。 

 そのためには、１）本拠点独自の遺伝子同定法とし

て3万個のマイクロサテライトの収集とそれらの多型

マーカーを用いたゲノムワイドな相関解析技術の確立

と２）遺伝的均質性が高く、ヒト複合形質の遺伝解析

の対象として優れた隔離集団の検体を有するモンゴル

国立医学研究所における海外研究拠点の整備が必須で

ある。このような研究の推進を通じて、本大学院研究

科における世界的研究拠点形成を目指す。 

 本研究では、基本的には次の3つの手順と年次計画で

研究を進めた。 

手順１ 「複合形質」の遺伝子マッピングと同定（平

成14年度～平成17年度） 

 手順２  「複合形質」に関与する遺伝子の遺伝子操

作マウスの作成などによる機能解析（平成15年度～平

成18年度） 

手順３  「複合形質」発現を制御する分子の開発（平

成16年度～平成18年度） 

  以上の計画に対する達成状況は次の通りである。 

①世界最高水準の研究教育拠点形成計画全体の目

的達成度としては、想定された成果を挙げたと自己評

価している。 

②人材育成面での成果と拠点形成への寄与として

は、若手研究者が有為な人材として、研究に専心でき

る体制整備を実施した。 

③研究活動面での新たな分野の創成と学術的知見

等に関しては、ヒト複合形質の遺伝要因の解明という

これまでにない新規の、かつ世界に先駆ける先鋭的な

研究を行うための検体収集、実験デザイン、方法論の

開発と検討などの準備を含め、多大な成果が得られた。 

④事業推進担当者相互の有機的連携は、定期的な打

合会を実施することで活発化した。 

⑤国際競争力ある大学づくりへの貢献度としては、 

本COEプログラムで行った、COE特任教員とCOEポストド

クトラルフェローの採用及び大学院生へのCOE奨学金

の支給は、若手研究者の研究環境の改善をもたらし、

大学院学生の国際共同研究先への派遣、外人特任教員

の採用などで成果をあげた。 

⑥ 国内外に向けた情報発信としては、本COEプログ

ラムの中核技術である3万個のマイクロサテライトを

用いたゲノムワイドな相関解析法の技術の確立とリウ

マチ、ナルコレプシーなどの疾患への応用による感受

性遺伝子同定の成功について、学会発表や論文発表、

公開シンポジウム、セミナーなどを通して情報発信を

行なった。 

⑦ 拠点形成費等補助金の使途については、研究教

育拠点形成に欠かせない経費として、効果的に使用さ

れた。 

東海大学は、平成20年4月から九州東海大学と北海

道東海大学と統合されるのを機に、大学の将来構想で

挙げた教育と研究の融合と産学連携に関し、それぞれ

の地域の問題を全国的な教育研究組織を利用して解決

していく。また、教員の業績評価は、今後3年間をめど

に本格的な奨励措置等に利用すると共に、業績が低い

教員の改善を促す方策を検討していく。研究教育予算

は、トップマネジメントによる評価委員会の運営を通

して重点配分を進めていく。 

本補助事業終了後は、本COEプログラムで構築した

拠点を基盤として、そこで得られた高度の研究を基礎

とする人材育成の機能を維持する。特に人材育成の面

では、大学院教育の実質化に向けた教育プログラムの

整備を進める。具体的には、研究マインドを有する臨

床医の育成のため、臨床研究に特化した講義科目の導

入や専門医と学位を同時に取得できるカリキュラム編

成などの改革を進め、平成20年度より基礎医学の臨床

応用をねらいとした医学研究科の改編を行う。また、

研究面では、本プログラムで蓄積された成果をさらに

進展させるために大学として経済的支援を行うが、成

果の活用を主眼に置きながら、これまで以上の外部資

金の獲得を目指す。そのための組織的整備もすでに実

施しているところである。 
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２１世紀ＣＯＥプログラム 平成１４年度採択拠点事業結果報告書 

機 関 名 東海大学 学長名 髙野二郎 拠点番号 A25 

１．申請分野 Ａ<生命科学>   Ｂ<化学・材料科学>   Ｃ<情報・電気・電子>   Ｄ<人文科学>   Ｅ<学際・複合・新領域> 

２．拠点のプログラム名称 

（英訳名） 

 ヒト複合形質の遺伝要因とその制御分子探索 

（Systematic Search for Genetic Factors and Their Novel Regulatory Molecules for 

Complex Phenotypes in Man）         ※副題を添えている場合は、記入して下さい(和文のみ)

    研究分野及びキーワード <研究分野：  ゲノム科学>(ゲノム多様性)(機能ゲノミクス)(人類遺伝)(構造生物学)(分子設計) 

３．専攻等名 
医学研究科先端医科学専攻・総合医学研究所 

(機能系専攻、環境生態系専攻、内科系専攻は先端医科学専攻として統合 平成17年4月1日）

４．事業推進担当者           計  １０  名 

ふりがな<ローマ字> 

氏  名 所属部局(専攻等)・職名 
現在の専門 

学 位 

役割分担 

(事業実施期間中の拠点形成計画における分担事項)  
(拠点リーダー) 

Inoko Hidetoshi 

猪子 英俊 

 

Kurokawa Kiyoshi 

黒川 清 

平成18年10月31日辞退  

Tsuda Michio 

津田 道雄 

Ishii Naoaki 

石井 直明 
 

Kimura Minoru 

木村 穣 

 

 

Miyata Toshio 

宮田 敏男 

 

Ichikawa Iekuni 

市川 家國 

Matsusaka Taiji 

松阪 泰二 

Hirayama Noriaki 

平山 令明 

Nakae Taiji 

中江 太治 

 

医学研究科先端医科学専攻・

教授 

ゲノム多様性解析センター長

 

 

総合科学技術研究所 

教授 

 

医学研究科先端医科学専攻・

教授 

医学研究科先端医科学専攻・

教授 

 

医学研究科先端医科学専攻・

教授 

 

 

 

医学研究科先端医科学専攻・

教授 

 

医学研究科先端医科学専攻・

教授 

総合医学研究所・助教授 

 

医学研究科先端医科学専攻・

教授 

総合医学研究所・教授 

 

分子遺伝学 

理学博士 

医学博士 

 

 

腎臓内科学 

医学博士 

 

医化学 

医学博士 

老化学 

分子遺伝学 

医学博士 

分子遺伝学 

発生生物学 

理学博士 

 

 

腎臓内科学 

医学博士 

 

腎臓学 

博士（医学） 

腎臓病学 

博士（医学） 

生体分子機能工学

理学博士 

生化学 

分子生物学 

医学博士 

 

身長・顔貌・視力・摂食・睡眠に関するマイ

クロサテライトを用いたゲノムワイドな遺伝

子探索、遺伝子解析の倫理問題の検討、若手

研究者の育成プログラム作成、モンゴルにお

ける拠点形成と全体計画の統括 

複合形質の遺伝解析のための検体収集に関す

る倫理問題の検討と人材育成の環境改善 

 

身長・視力に関する相関解析を用いた遺伝子

探索と大学院生の教育環境の改革 

身長・顔貌・視力・摂食・睡眠に関する相関

解析を用いた遺伝子探索と研究体制の構築と

大学院生の教育環境の改革 

マイクロサテライトを用いた日本人の遺伝的

均質性に関する検討、身長・顔貌・摂食に関

する相関解析を用いた遺伝子探索、遺伝子解

析の倫理問題の検討と大学院生の教育環境の

改革 

モンゴルにおける拠点形成、視力に関する相

関解析を用いた遺伝子探索とゲノムワイドな

遺伝子マッピング法の検討 

複合形質を支配している遺伝子産物の

機能解析と大学院生の教育環境の改革 

身長・顔貌・視力に関する相関解析を用いた

遺伝子探索と機能解析 

複合形質・HLA機能を支配している遺伝子

産物の制御分子開発と機能解析 

複合形質を支配している遺伝子産物の

構造、それらの機能解析と大学院生の教育

環境の改革 

５．交付経費（単位：千円）千円未満は切り捨てる （  ）：間接経費 

年  度(平成) １ ４ １ ５ １ ６ １ ７ １ ８ 合  計 

交付金額(千円) 179,000 141,000 130,000 
119,000 

（11,900） 

110,260 

（11,026） 

６７９，２６０ 
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６．拠点形成の目的 

本拠点プログラムで対象とするヒト「複合形

質」とは、体型（身長など）、顔貌、視力、睡

眠、摂食、疾患といった一つの遺伝要因では規

定することのできない形態や高次機能の表現

型のことと我々は定義する。例えば体型に関し、

身長は一つのパラメーターによって表される

が、それを規定している要因は様々あると考え

られる。もちろん骨・筋肉を鍛えるという後天

的な環境要因によっても規定される量的形質

ではあるが、一般に「私の身長が低いのは母親

の遺伝だ」「彼の家系は長身の家系だ」などと

言われるように、遺伝的要因も深く関わってい

ることも明らかであり、しかも単独の遺伝子の

みが規定しているとは考えにくい。 

医学部内に籍を置く我々は、これらの複合形

質の極端な異常が疾患という形で顕れると理

解する。例えば身長については、リンカーンが

罹患していたマルファン症候群では長身が一

つの臨床的特徴であり、原因遺伝子も明らかに

されている。その遺伝子は、体全体の結合組織

(体の接着剤と足場)には非常に細かな線維(マ

イクロファイブリル)を作っているフブリリン

という蛋白質の生産をコントロールしている

ことから明らかなように、身長が単に成長ホル

モンの量のみで調節されているわけではない。

本プログラムはこのように「ヒト」らしさを規

定している複合形質の遺伝要因の同定とその

遺伝要因の機能解析のための制御分子の開発

の拠点形成を目的とする。すなわち、ヒト形態

や高次機能に関する形質を対象にすることか

ら、生物学的かつ文化的観点から「ヒトとは何

か？」という人類が持つ根源的な問いに対する

真剣な挑戦を意味する。このような拠点は、将

来的にはヒトの「ヒト」たる所以の分子的な解

明のための基盤となるであろう。われわれ人類

が「ヒトとは何か？」という根源的な問に関し

て追求することは、文化的な欲求であり、それ

自身が目的であり必要なことと考え、直近的な

社会的利用を考える応用的な部分を目的とす

ることを排除したいと考える。 

ヒトゲノム全塩基配列30億塩基対が明らか

に さ れ た 現 在 、 SNP(single nucleotide 

polymorphisms)をはじめとする多型解析によ

る疾患遺伝子の解明をめざすヒトゲノム多様

性プロジェクトが世界的に進行しようとして

いるなかで、本プログラムの拠点リーダー（猪

子）はSNPsに比してマッピングのための情報量

が高いマイクロサテライトマーカーをゲノム

全域に3万個設定・利用する独自な方法を開発

して、疾患をはじめいかなるヒト表現型の遺伝

子マッピングをも可能な系を確立し、この分野

で世界の最前線にいる。本研究には、この世界

に先駆ける遺伝子同定技術が重要な武器とな

りうる。また、他の事業推進担当者は遺伝子操

作動物の開発、表現型解析、蛋白質構造解析、

機能制御因子の分子デザインの領域でそれぞ

れ世界的な研究を展開していることから、これ

らの各分野において優れた人材の有機的連携

は、日本の「ヒト」の分子的理解に関する新し

い分野の研究拠点の育成という観点からも画

期的であろう。この疾患解析を超える、この一

般的なヒト「複合形質」に迫る本プログラムは

世界的にも独創かつ先端的であり、現在のとこ

ろ他の追随を許さないであろう。この「ヒト学」

はヒトゲノム塩基配列が決定されたによって

なしえるポストゲノムシークエンシング研究

のなかで、最も必要とされる対象分野のひとつ

と考える。さらに遺伝子の解析から機能解析の

制御分子の開発まで、一貫性をもって「入口」

から「出口」までの完結した拠点となるところ

に本提案の特徴がある。 

本研究拠点での事業推進担当者間の有機的

な連携によるヒト「複合形質」の遺伝子による

支配の理解とその制御分子の開発による機能

の解明は、生命科学系の分野で若手研究者の育

成や、将来あるべき教育もしくは研究の体系の

構築に寄与しうることは言うに及ばない。すな

わち、ゲノムサイエンスの成果としてこれから

の生命科学が目指すべき方向を指向し、さらに

は社会的には「ヒト」の理解を目的としている

他の多くの学術分野に貴重な情報をもたらし、

21世紀の社会の枠組みやライフスタイルを考

える上で有用な概念の創出が期待できる。 
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７．研究実施計画 

本医学部が位置する伊勢原キャンパスにお

いては、大学院医学研究科を中心とした研究の

重点化の一環として、平成15年には従来の縦割

り型の研究室単位の講座制を排し、研究ユニッ

トと幾つかのユニットが合併したセンターを

中心に、自由な研究者の交流・参加を保証する

運営体制のもとで、研究推進をはかっている。

センターとしては、平成14年度にゲノム多様性

解析センター、発生工学・疾患モデル動物研究

センター、再生医学センターを立ち上げた。本

COEの主要な研究拠点は前2センターであり、平

成14年度に東海大学のプロジェクトとして発

足した「ヒトゲノム創薬プロジェクト」は、ヒ

ト疾患の関連遺伝子の同定と治療のための創

薬開発を目指し、本COE研究計画を補完する意

味合いを有する。 

 本研究は非メンデル性の複数の遺伝子が関

与すると考えられる体型（身長など）、顔貌、

視力、睡眠、摂食、疾患などヒトの「複合形質」

の遺伝要因を同定し、それらの制御分子の探索

によりそれら遺伝要因の生物学的機能を追及

することにより、「ヒトとは何か」をゲノム並

びに蛋白質分子情報から明らかにしようとす

る試みである。 

 そのためには、１）本拠点独自の遺伝子同定

法として3万個のマイクロサテライトの収集と

それらの多型マーカーを用いたゲノムワイド

な相関解析技術の確立と、２）遺伝的均質性が

高く、ヒト複合形質の遺伝解析の対象として優

れた隔離集団の検体を有するモンゴル国立医

学研究所における海外研究拠点の整備が必須

である。ヒトらしさに関わる表現型を支配する

遺伝子を取り扱うことから、モンゴルを含む国

内外の倫理委員会の慎重な倫理的な検討のも

と、このような研究の推進を通じて、本大学院

研究科における世界的研究拠点形成を目指す。 

 本研究では、基本的には次の3つの手順と年

次計画で研究を進めることとした。 

手順１   「複合形質」の遺伝子マッピングと

同定（平成14年度～平成17年度）： 

 平成15年度に解読されたヒトゲノム配列を

もとに我々がマイクロサテライト30,000個

（100 kb ゲノム領域あたりに一個）の収集と

それら多型マーカーを用いたゲノムワイドな

相関解析法を確立する。次に、注目しているヒ

ト「複合形質」について、まず両極端の表現型

をしめす2つの集団のＤＮＡサンプルを収集す

る。例えば、「身長」についていえば、高身長

群と低身長群、それぞれ400人サンプリングす

る。これらのサンプルを用いて、30,000個の多

型マイクロサテライトを用いたゲノムワイド

な相関解析法を「複合形質」に関与する遺伝子

候補領域をマッピングして100 kbまで絞り込む。

さらに、これら遺伝子候補領域内の発現遺伝子

より、最も高い相関をしめす多型をみいだし、

「複合形質」発現に関与する遺伝子を確定する。

また、これらのヒト複合形質の遺伝学的解析の

検体確保のために、モンゴル国立医学研究所に

おける海外研究拠点の整備を行う。 

手順２   「複合形質」に関与する遺伝子の遺

伝子操作マウスの作成などによる機能解析（平

成15年度～平成18年度）： 

 「複合形質」に関与するヒト遺伝子のマウス

相同遺伝子について、ノックアウトマウスを作

成し、それらの遺伝子の機能を解析する。同時

に「複合形質」ヒト遺伝子導入マウスあるいは

マウス遺伝子をヒト遺伝子に交換したヒト型

マウスを作成し、また蛋白化学解析などにより、

手順１で求めた「複合形質」に関与する遺伝子

の機能解析と「複合形質」への関与を解析する。 

手順３   「複合形質」発現を制御する分子の

開発（平成16年度～平成18年度）： 

  「複合形質」遺伝子によって発現される蛋白

質の立体構造をX線回折またはNMRにより決定、

ないしホモロジー・モデリング法により推定す

る。次に、これらの立体構造情報、リガンド分

子ライブラリーおよび生体制御分子設計法を

活用してin  silicoスクリーニングを行い、有

効な機能制御分子の開発を行なう。さらには、

それら機能制御分子を用いて、マウス、培養細

胞などにおける機能制御分子の「複合形質」発

現への効果影響を検索し、ならびに「複合形質」

遺伝子の機能解析を行う。 



 
 

様式２ 
【公表用】 

東海大学（A25）―4頁 

８．教育実施計画 

 前項に述べたように、すでに大学院医学研究

科では本拠点プログラムに関わりの深いセン

ターを含むいくつかの研究拠点を整備しつつ

ある。これらは、従来の縦割り型の専攻や部門

（講座）の単位での活動を打破することが目的

であり、若手の研究者が自由に研究グループ

（研究ユニットやセンターなど）に参加、教育

を受けることを保証する体制である。 

 この基本的な方針のもとに、以下のような具

体的取り組み計画を予定した。 

① 大学独自のポストドクトラルフェロー制度

の継続と先進的研究への若手の参加の推進：こ

れまでにも本大学では博士、あるいは修士の資

格を持つ学生に対し、ポストドクトラルフェロ

ー（ポストマスターフェロー）制度を実施し、

医学部においては毎年約10名、総合医学研究所

では毎年2名の奨励研究員を採用して来た。こ

の制度は施行して10年になるが、採用受け入れ

研究者はほぼ全員が大学院医学研究科のメン

バーであり、若手の研究者の育成には重要な役

割を果たしてきた。今後、広報活動を推進し、

定員枠を増やすなどの措置を講じるなどして、

発展的に継続する計画である。また、学術振興

会への制度にも積極的に応募させ、優秀なフェ

ローには期限付きの助手などの教員に登用す

る制度（特任教員制度）を計画・実施する。ま

た、大学院学生が研究教育を受ける際の経済的

基盤を整える。 

② 臨床大学院学生に対する生命科学研修の充

実：臨床分野の大学院生もこの拠点やセンター

を利用して最新の生命科学を体験できるよう

に、大学院の博士課程の学生にセンターでの実

習、研修プログラムを作成中である。 

③ 大学院学生のための研究費助成制度の実

施：すでに医学部内の研究助成金制度に大学院

の学生が応募できる制度を実施し、大学院生が

年間50万円の研究費を自身が自由に使用でき、

指導を受ける体制を構築する。 

④ セミナーなどによる国際交流の充実： 

拠点プログラムの実施場所となる総合医学研

究所や各センターにおいて、定期的に海外の研

究者を含めたセミナーを開催し、最新の研究の

方法論や展開の仕方を学ぶ機会を設定する。現

在、大学院医学研究科の教員のほぼ全員が属す

る東海医学会（Tokai Journal of Medicineを

出版。Index Medicusにも掲載されている）に

おいて、年間20件程度の海外研究者のセミナー

が開催されているが、今後は大学院生やポスト

ドクトラルフェローの積極的参加を奨励する

システムを構築するほか、直接海外研究者に触

れる機会として、短期・長期の国際共同研究を

モンゴルを含めた本拠点で推進し、国際交流を

図る。 

⑤ 大学院学生の海外研修制度の実施:大学院

学生を事業推進担当者の海外共同研究協力先

に派遣し、国際交流や国際共同研究に参加させ

る。日本学術振興会のみならず、本拠点におけ

る研究教育活動の一環として、海外研修を推進

しその経済的基盤を整備する制度を設ける。 

⑥ 大学院学生の学会発表のための旅費補助制

度の実施:大学院在学中に研究成果を国内外で

発表する際に、旅費を補助する制度を確立し、

国際的な視野を有する若手研究者を育成する。 

⑦ 系統的カリキュラムの編成:大学院学生が

従来の部門制（講座制）にもとづく専門領域に

特化したカリキュラムでなく、自由に研究グル

ープの最新データに接し、常に最先端の知識を

習得可能な新カリキュラムを編成する。 

⑧ 企業関係者の教育制度の実施:企業関係者

が生命科学の進歩を素早く収得できるセミナ

ーを企業関係者用に開くなど、社会的な教育制

度を充実させる。 

⑨ Bioinformaticsの実習の導入:大学院生な

どの若手の研究者が本拠点に関連の深い、

Bioinformaticsの最先端に触れられるよ う

に、外部講師等を積極的に招聘し、実習中心の

授業を行う。 

⑩ 飛び級制度の導入:研究能力の高い大学院

生などの若手の研究者について、医学系4年制

のところを、3年で学位が取得できる制度を検

討・実施する。 

９．研究教育拠点形成活動実績 

① 目的の達成状況 
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1) 世界最高水準の研究教育拠点形成計画全体

の目的達成度 

東海大学医学研究科における本21世紀COEプ

ログラムにおける目的の達成については、「２．

想定どおりの成果を挙げた」と自己評価してい

る。すなわち、教育拠点形成については、① 講

座制の廃止と若手研究者の独立と自由な交流

を保証する研究ユニット制の確立、② 従来の5

専攻から、基礎系と臨床系の枠を超えた1専攻

制の導入、③ 英語研修やCOEセミナーなど大学

院生の教育環境の充実、④ 大学院学生への奨

学金、ポスドク・ポスマス相当の奨励研究員や

特任助手の採用などによる、若手研究者の育成

など、研究拠点形成については、① 我々の拠

点独自のゲノムワイドなヒトの「複合形質」に

関するゲノムワイドな相関解析による遺伝子

マッピング法の開発、② ①の本遺伝子マッピ

ング法を用いた、ヒトの「複合形質」に関する

遺伝子を、身長支配遺伝子2個、摂食関連遺伝

子4個、睡眠関連遺伝子2個、視力関連遺伝子5

個、強迫性気質関連遺伝子1個を含め計37個の

遺伝学的同定、③ ②で同定した遺伝子産物の

機能制御分子の設計と機能解析系の確立と応

用など、の点で目的が充分達せられた。 

2) 人材育成面での成果と拠点形成への寄与 

若手研究者が有為な人材として、研究に専心

できる体制として、下記のような仕組みを実施

した。すなわち、① 講座や専門分野を越えた

自由な交流、参加を保障する研究ユニット制の

実施、② 大学院医学研究科の従来の基礎、臨

床に分類されている５専攻を一つの専攻にま

とめ、臨床系大学院学生の基礎研究への取組み

を推進する制度の改革、③ 大学院医学研究科

の講義科目と講義内容の改訂、④ 大学院医学

研究科における３年間での学位取得可能な飛

び級制度の導入、⑤ 学位審査会の公開、⑥ COE

ポストドクトラルフェローと大学独自の奨励

研究員制度の充実、⑦ 期限付きCOE特任助手へ

の登用による若手独立研究者の育成、⑧ 大学

院学生へのCOE奨学金として給付し、研究に専

心するための生活環境の改善、⑨ 研究環境充

実のためのCOE技術員の採用、⑩ 学内研究助成

金への大学院学生の応募促進による若手研究

者の研究奨励、⑪ フランス、オーストラリア、

モンゴルなどの国際共同研究先への大学院学

生の派遣、⑫ 外国人特任教員の採用、⑬ 大学

院学生の研究成果を国内外の学会で発表する

ための旅費補助制度の実施、⑭ 人材育成の一

環として、国内外の著名な研究者を招いて行な

うCOE先進セミナーの月１回の開催、⑮ 英語力

向上のため、大学院学生に対する外国人英語専

門教育者による英会話、ヒアリング、英語論文

作成、英語による学会発表などに関するCOE英

語研修の実施、⑯ 21世紀COEプログラム公開シ

ンポジウムの開催、⑰ 拠点プログラムの実施

場所となる総合医学研究所やゲノム多様性解

析センターにおける、国内外の研究者を含めた

公開研究報告会、合宿研修セミナー、公開シン

ポジウムにおける成果発表、である。 

3) 研究活動面での新たな分野の創成と、学術

的知見等 

ヒト複合形質の遺伝要因の解明という、これま

でにない新規の、かつ世界に先駆ける先鋭的な

研究を行うための、検体収集、実験デザイン、

方法論の開発と検討などの準備を含めて、下記

のような成果が得られた。すなわち、① 我々

の拠点独自のヒトゲノム塩基配列情報より3万

個の多型マイクロサテライトの収集とヒト複

合形質について相関解析によるゲノムワイド

な遺伝子マッピング法の確立、② 相関解析の

前提である日本人、モンゴルのハルハ族とホト

ン族の遺伝的均質性についての、マイクロサテ

ライトの対立遺伝子頻度、ヘテロ接合性などに

より検証、③ モンゴルウランバートルの国立

第3病院内にヒト複合形質解析用の検体収集の

ための海外拠点モンゴル分子生物学ラボラト

リーの構築、④ 様々なヒトの複合形質に関与

する計37個の遺伝子の同定、すなわち身長支配

遺伝子2個、摂食（摂食障害拒食症）関連遺伝

子4個、睡眠（ナルコレプシー）関連遺伝子2個、

視力（強度近視）関連遺伝子4個、強迫的気質(ジ

ストニア)関連遺伝子1個、関節リウマチ感受性

遺伝子8個、尋常性乾癬感受性遺伝子7個、高血

圧感受性遺伝子4個、糖尿病感受性遺伝子2個、
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心筋梗塞感受性遺伝子2個、子宮内膜症感受性

遺伝子1個の各遺伝子の同定、⑤ 顔貌（受け口）

遺伝子解析のための検体収集と遺伝子候補領

域の特定、⑥ ④の相関解析で明らかにした37

個の感受性遺伝子について、文書情報収集（テ

キストマイニング）による疾患発症に関与する

関連分子を網羅的な収集、ホモロジー検索、膜

貫通部位予測、局在性予測、ドメイン構造予測

など in silico 解析による機能の推定、⑦ 相

同組換えを用いたBAC改変法と部位特異的組換

え技術を、ES細胞に利用した簡便かつ迅速な遺

伝子改変マウスモデル作成技術の開発と④と

⑥で明らかにした複合形質に関与する機能的

に重要な遺伝子についての遺伝子の機能解析

への応用（例えば、身長支配遺伝子SMAD3、関

節リウマチ感受性遺伝子NFKBIL1、高血圧感受

性遺伝子SMOC2、関節リウマチ・尋常性乾癬感

受性遺伝子HLA遺伝子など）、⑧ ④と⑥で明ら

かにした複合形質に関与する機能的に重要な

遺伝子産物について、免疫沈降法、two hybrid

法、tandem affinity purifcation法、ファー

ジディスプレイ法、など蛋白間相互作用解析に

よる機能の同定（例えば、身長支配遺伝子SMAD3、

関節リウマチ感受性遺伝子NFKBIL1、高血圧感

受性遺伝子SMOC2とLIPIN1、関節リウマチ・尋

常性乾癬感受性遺伝子HLA遺伝子など）、⑨ ④

と⑥で明らかにした複合形質に関与する機能

的に重要な遺伝子産物について蛋白質の立体

構造をX線回折またはNMRにより決定、ないしホ

モロジー・モデリング法による推定、⑩ ⑨の

複合形質発現遺伝子産物（標的分子）の構造情

報に基づき、その働きを制御する分子を創製す

ることを目標として、コンピューターを用いた

効率的かつ精度高く制御分子をin silico スク

リーニングする三段階法の開発、すなわち、第

一段階：制御分子にふさわしい性質を有する化

合物を大規模な化合物ライブラリーからスク

リーニングする方法の開発、第二段階：制御分

子にふさわしい化学構造の組み合わせに基づ

く、制御分子になり得る仮想分子群からなる化

合物ライブラリーの構築、第三段階：制御分子

と標的分子に結合するシミュレーション法の

開発、⑪ ④と⑥で明らかにした複合形質に関

与する機能的に重要な遺伝子について、⑩で作

成した分子リガンド候補択された低分子リガ

ンド候補と標的分子との結合性を実験的な検

証と疾患モデルマウスや培養細胞の系などを

用いた機能検証（例えば、関節リウマチ感受性

遺伝子NFKBIL1、関節リウマチ・尋常性乾癬感

受性遺伝子HLA遺伝子など）（図１）、⑫ 遺伝

的組み換えの起こらないＹ染色体多型に基づ

く、日本人集団の縄文系と弥生系の２つの集団

階層化の発見、⑬ ヒト複合形質の変異ではな

く、多型によるヒト多様性の概念の創出と差別

への偏見解消への思想基盤の構築、⑭ COE研究

を推進する目的として、新たに大学院医学研究

科に代謝疾患研究センター、ヘルスケアセンタ

ー、脳・神経疾患研究センター、再生医学セン

ター、総合臨床研究センターの立ち上げ、であ

る。 

 

                                                   
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
          
 

図1、HLA蛋白と結合する低分子         
機能制御分子の構造 

HLA蛋白の中央溝に存在する機能的に重要なペプ
チド結合部位に嵌まり込む低分子を設計し、ヒト
複合形質を支配しているHLA機能に及ぼす影響を
調べた。 

 

 

4)事業推進担当者相互の有機的連携 

教育面については、事業推進担当者が核とな

っている先進医学運営会議、医学研究科専攻主

任会議、総合医学研究所所員会議をそれぞれ月

１回開き、教育拠点形成について論議・実施す

る母体とした。研究面については、研究組織を

マイクロサテライト相関解析法開発、遺伝子マ

ッピング、遺伝子改変マウス作成、蛋白機能解
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析、制御分子設計、モンゴルサンプリング、倫

理問題検討の７グループに分け、各グループは

週１回グループ会議、各グループが集まる全体

会議は月１回行い、各グループの進捗状況と結

果検討、研究の進め方、全体的なプログラムの

進行との整合性、COEプログラムの進め方につ

いて議論した。 

5) 国際競争力ある大学づくりへの貢献度 

国際競争力のある体制を構築するため、東海

大学医学部では、平成15年4月医局講座制を廃

止し、教育、研究、診療を組織的に分離しそれ

ぞれを機能的、横断的に運営することとした。

研究の遂行については研究ユニットを単位と

して、講師以上の教員がユニット長として独立

して統括できる体制をとった。このような研究

体制は若手の研究者に独立して研究する機会

を与え、自由な研究と環境を保証すること、及

び医学研究科における将来の国際的な研究リ

ーダーとして養成することをねらいとし、大学

院医学研究科がその中枢をなすべきものと位

置づけた。このような体制のもと、本COEプロ

グラムで行った、COE特任教員とCOEポストドク

トラルフェローの採用及び大学院生へのCOE奨

学金の支給は若手研究者の研究環境の改善を

もたらし、また大学院学生の国際共同研究先へ

の派遣、外国人特任教員の採用、国内外の学会

で発表するための旅費補助、COE先進セミナー

の開催、COE英語研修の実施、合宿研修セミナ

ーは大学院学生に広い視野を与える良い機会

であったと総括する。 

6) 国内外に向けた情報発信 

本COEプログラムの中核技術である3万個の

マイクロサテライトを用いたゲノムワイドな

相関解析法の技術の確立とリウマチ、ナルコレ

プシーなどの疾患への応用による感受性遺伝

子同定の成功について、国内外の原著論文、総

説、新聞・雑誌への発表、国内学会・国際学会・

研究会の主催、国内学会・国際学会・研究会の

招待講演を通じて、情報発信の努力を行なった。

また、COEプログラム公開シンポジウムの開催、

公開研究報告会、合宿研修セミナー、公開シン

ポジウムなど東海大学が主催する場において、

積極的に成果の発表を行った。なお海外拠点と

して設立したモンゴル分子生物学ラボラトリ

ーはモンゴルにおける初の分子生物学実験室

であり、開所式にはモンゴル政府の科学大臣、

モンゴル国立医学研究所所長、モンゴル医科大

学学長、駐在の日本大使、テレビや新聞などの

マスコミ関連が多数出席し、テレビや新聞にも

報道された。 

7) 拠点形成費等補助金の使途について（拠点

形成のため効果的に使用されたか） 

本補助金は、主として① 若手研究者の研究

環境の改善のためのCOE特任助手とCOEポスト

ドクトラルフェローの採用、② 大学院学生教

育のための国内外の著名な研究者を招いて行

なうCOE先進セミナー、英語研修、国内外への

学会発表のための旅費など、③ マイクロサテ

ライト相関解析のための消耗品費や技術補助

賃金のための経費、④ モンゴルでの海外拠点

の設立と運営に対し、いずれも研究教育拠点形

成に欠かせない経費として、効果的に使用され

た。 

② 今後の展望 

 本COEプログラムで構築した拠点を基盤とし

て、今後は研究マインドを有する臨床医の育成

のため、臨床研究に特化した講義科目の導入、

専門医と学位を同時に取得できるカリキュラ

ム編成、e-learningの導入などの改革をまとめ、

平成20年度より基礎医学の臨床応用をねらい

とした医学研究科をめざす。 

③ その他（世界的な研究教育拠点の形成が学

内外に与えた影響度） 

 学内においては、より充実した研究教育拠点

形成の機運が高まり、「魅力ある大学院教育」

イニシアティブや特色GPなど、６つの国公私共

通プログラムを獲得、実施することにつながっ

た。また、本拠点で確立した世界に先駆けるマ

イクロサテライトを用いたゲノムワイドな相

関解析法は国内外より大きな注目を浴び、学内

では5つの研究グループと、学外では30以上の

日本の研究グループと3つの海外研究グループ

との共同研究を実施し、多くの研究者が本研究

拠点を訪問し、交流した。 
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1) ３万個のマイクロサテライトの位置、PCRプライマー、多型頻度などの情報に関するデータベース
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②国際会議等の開催状況【公表】 

（事業実施期間中に開催した主な国際会議等の開催時期・場所、会議等の名称、参加人数（うち外国人参加者数）、主な招待講演者

（３名程度）） 

国際会議開催 
１）2003年9月16日-19日・長野県軽井沢・軽井沢プリンスホテル、7 th Asia-Oceania Histocompatibility

Workshop and Conference、参加人数353名（うち、外国人参加者数102名）、主な招待講演者

Masatoshi Nei (Pennsylvania State University, USA)、Peter Parham (Stanford University, USA、John 
Trowesdale (Cambridge University, UK )ほか14名 

２）2003年9月21日・東京都・東京大学山上会館、International Sympojium on Genome Diversity in Immunity 
and Disease、参加人数121名参加（うち、外国人参加者数14名）、主な招待講演者 Stephan Beck
(Wellcome Trust Sanger Institute, UK)、Dan E Geraghty (Fred Hutchinson Cancer Research Center, 
USA)、John Hansen (University of Washington, USA) ほか10名 
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２．教育活動実績【公表】 

博士課程等若手研究者の人材育成プログラムなど特色ある教育取組等についての、各取組の対象（選抜するものであればその方法を

含む）、実施時期、具体的内容 

１）COEポストドクトラルフェロー： 

[対象]本プログラムの研究内容に興味を有し、大学院博士課程新卒または既卒者、またはポストドク

トラルフェロー経験者である若手研究者を対象とした。[具体的内容]人類遺伝学、統計遺伝学、発生

工学の手法を用いて、先進的に本プログラムを遂行しつつ、独立した研究者として概念あるいは技術

的な新しい領域を創造する可能性に挑戦する。1年ごとに研究内容、業績などを鑑みて、継続雇用か非

雇用を決定した。[選考方法]専門雑誌掲載による公募を行い、また人類遺伝学、統計遺伝学、発生工

学の分野の学外の研究者に御願いしてご紹介いただいたところ、9名（うち、東海大学医学部からの応

募3名、外国人研究者2名）の応募があった。それら9名について面接を行い、5名（うち、東海大学医

学部から2名、外国人研究者2名）を選考し、COEポストドクトラルフェローとして採用した。医学研究

科では、他外部研究費で雇用しているポストドクトラルフェローとして4名が在籍し、東海大学が採用

しているポストドクトラルフェロー（医学部奨励研究員）として25名が在籍していた。支給額は480

万円/年、[実施時期]平成14年10月～平成19年3月  

２）COEポストマストラルフェロー： 

[対象]本プログラムの研究内容に興味を有し、大学院修士課程新卒または既卒者である若手研究者を

対象とした。[具体的内容]人類遺伝学、統計遺伝学、発生工学の手法を用いて、グループリーダーの

指示のもと、本プログラムを専心的に遂行する。1年ごとに研究内容、業績などを鑑みて、継続雇用か

非雇用を決定した。[選考方法]専門雑誌よる公募し、また人類遺伝学、統計遺伝学、発生工学の分野

の学外の研究者にご紹介いただいたところ、10名（東海大学医学部からの応募1名）の応募があった。

それら8名について面接を行い、7名（東海大学医学部から0名）を選考し、COEポストマストラルフェ

ローとして採用した。医学研究科では、他外部研究費で雇用しているポストマストラルフェローとし

て2名が在籍し、東海大学が採用しているポスマストラルフェロー（医学部奨励研究員）として8名が

在籍していた。[支給額]360万円/年、[実施時期]平成14年10月～平成19年3月 

３）COE特任助手・助教授： 

[対象]本プログラムの研究内容に興味を有し、ポストドクトラルフェロー経験者またはそれと同等の

研究能力を有する若手研究者を対象とした。[具体的内容]人類遺伝学、統計遺伝学、発生工学の手法

を用いて、グループリーダーとして本プログラムを遂行しつつ、「ヒト学」に関して独立して概念あ

るいは技術的な新しい領域の創造に挑戦する。１年ごとに研究内容、業績などを鑑みて、継続雇用か

非雇用を決定した。[選考方法]東海大学医学部内で公募し、また人類遺伝学、統計遺伝学、発生工学

の分野の学外の研究者に御願いしてご紹介いただいたところ、11名（うち、東海大学医学部からの応

募2名）の応募があった。それら11名について面接を行い、7名（うち、東海大学医学部から1名）を選

考し、COE特任助手または助教授として採用した。なお、医学研究科では、他外部研究費で雇用してい

る特任ポストとして、他に7名、すなわち特任教授（外国人研究者）1名、特任助教授1名、特任助手5

名が在籍していた。[支給額]504万円～660万円/年、[実施時期]平成15年4月～平成19年3月 

４）COE奨学金給付： 

[対象]本プログラムの研究内容に興味を有し、東海大学大学院医学研究科博士課程在学中の学生を対

象とした。[具体的内容]人類遺伝学、統計遺伝学、発生工学の手法を用いて、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞの指示のも

と、COEプログラムを専心的に遂行する。1年ごとに研究内容、業績などを鑑みて、継続か非継続かを

決定する。なお、本学負担で実施。 [選考方法]東海大学大学院医学研究科在学中の学生に公募した

ところ、5名の応募があった。書面にて、学業成績、研究内容などを評価対象として選考し、4名をCOE

奨学金の給付を決定した。医学研究科では、他外部研究費で奨学金を博士課程大学院学生2名に給付し、

東海大学は医学部教育学生補助手当（一種の奨学金）として博士課程大学院学生115名(年度により異

なる)全員に給付していた。[支給額]85万円～100万円/年、[実施時期]平成15年4月～平成18年3月 

５）英語研修：[対象]東海大学大学院医学研究科に属する大学院学生。[具体的内容]週一回、英語を

母国語とする熟練英語教師による英語学習を行なう。テキストを用いた英会話を中心に、英語論文の

書き方についても学ぶ。教師が合格と判断すれば、半年ごとに所属クラスの段階が上級クラスに進む。

[選考方法]希望者は英語教師による面接を受け、英語のレベルにより配属されるクラスを決定した。

平成15年度の場合、医学研究科に属する大学院学生115名中、46名が受講し、3年間では延べ195名の大

学院学生が受講した。[実施時期]平成15年4月～平成18年3月 
 



機関名： 東海大学  拠点番号： Ａ２５    ２１世紀ＣＯＥプログラム委員会における事後評価結果                 （総括評価）  設定された目的はある程度達成された （コメント）  拠点形成全体については、医学研究科の臨床・基礎の枠を取り払った「先端医科学専攻」の設置が、新しい試みであり、また、ヒトを対象とする場合に生ずる生命倫理に関して具体的な問題に直面し、解決法を模索したことは評価できる。  研究活動面については、成果として抽出された論文を見る限り、未だ不十分であり、実践途上にあると言わざるを得ない。 人材育成面については、若手研究者や大学院生が、このプログラムによってどのように成長したか、その成果について、報告書からは明らかにされていない。 今後、前述の諸点を踏まえ、このプログラムを辛抱強く継続されることを期待する。  

 


